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新年度も町内各地で笑顔の花が満開に

なりますように。

特集

 

特集

 令和６年度当初予算
P2

入谷横断１号線まだか

震災前より大きい予算規模

もう不祥事は起こさない

物価高騰対策に4,370 万円

ここが聞きたい !

観光関連団体と意見交換会

防災対策庁舎保存決定

２月臨時会議・３月定例会議

まちづくりへの提言

         

〈議案審議〉

〈補正予算〉

〈議案審議〉

〈補正予算〉

〈一般質問〉

〈特別委員会〉

〈特別委員会〉

〈議案一覧〉

〈委員会報告〉

P 8

P 9

P10

P10

P11

P18

P20

P22

P23
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〇 最大比率を占める地方交付税は
　 前年比２億円増加
〇 国庫支出金と地方消費税は
　 前年比３．７億円減少
〇 繰越金等のその他が
　 前年比５．３億円増加
〇 町債・町税
　 前年比３．１億円増加

当初
予算

令和６年度

特集人材育成  産業振興  重点と 　　　　    に

一般会計予算

( 前年比＋６.７%)

総括
的質
疑

須藤　清孝議員須藤　清孝議員

問答
　
　

産
業
振
興
が
取
り
組

み
方
針
の
１
番
目
に
な
っ

て
い
る
が
人
づ
く
り
の
考

え
は
。

　
　

輪
の
起
点
を
考
え
る

よ
り
も
、
私
の
震
災
か
ら

の
想
い
と
し
て
は
町
民
を

は
じ
め
多
く
の
人
か
ら
力

強
い
支
援
を
受
け
て
き
た
。

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ

の
想
い
は
変
わ
ら
な
い
。

人づくりに対する想いは？

 町長 「みなゼミ」開催。積極的に取り組む。

後藤伸太郎議員後藤伸太郎議員

詳
し
い
質
疑
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
！

伊藤　俊議員伊藤　俊議員

５
つ
の

令
和
６
年
度

主
要
方
針

主
要
方
針

主
要
方
針

問答
　
　

目
の
届
く
範
囲
に
あ

と
を
任
せ
ら
れ
る
若
手
人

材
は
い
る
か
。

　
　

難
し
い
質
問
で
あ
る

が
そ
れ
は
い
る
と
思
う
。

い
な
い
と
こ
の
町
は
駄
目

な
の
で
私
は
必
ず
い
る
と

思
う
。

あとを任せられる若者は？

 町長 いる。いないとこの町は大変。

問答
　
　

施
政
方
針
の
産
業
振

興
に
水
産
業
の
名
が
入
っ

て
い
な
い
が
。

　
　

産
業
と
い
う
大
き
な

く
く
り
の
中
に
含
ま
れ
る
。

主
要
な
業
種
で
あ
り
最
上

位
に
入
っ
て
い
る
。

水産業が主要方針に入ってないが？

 町長 産業の最上位に入っている。

問答
　
　

よ
り
多
く
の
来
客
招

来
の
具
体
策
と
古
き
良
き

も
の
の
伝
承
の
考
え
は
。

　
　

南
三
陸
の
イ
メ
ー
ジ

ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
活

用
し
全
国
か
ら
の
誘
客
を

図
る
。
良
き
も
の
の
伝
承

に
つ
い
て
は
「
み
な
ゼ

ミ
」
に
年
代
を
問
わ
ず
多

く
の
参
加
者
を
望
む
。

　
　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
交
流
促
進
の
考
え
は
。

　
　

全
国
に
震
災
を
機
に

多
く
の
ご
縁
を
得
た
。
今

後
も
継
続
し
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
維
持
し
て
い
く
。

外から人を呼び込む工夫、これまでの広域連携の継続は？

 町長 官民あげて発信する。震災でできたつながりはこれからも。
問答

〇 総務費には高校魅力化事業を含め
　 前年比１．５億円増加
〇 民生費には町のこども施策として
　 前年比０．４億円増加
〇 教育費には歌中・志中の改修を含
　 め４．５億円増加

お金はどこから入ってくる？

お金はどこに使われる？お金はどこに使われる？

歳出

歳入

町民から

国から

県
か
ら

そ
の
他

<
>

町税
　13.8 億円

使用料など
　2.1 億円

地方交付税
　41.3 億円
地方交付税
　41.3 億円

国庫支出金
　13.7 億円
国庫支出金
　13.7 億円

県支出金
　６.９億円
県支出金
　６.９億円

その他
　９.２億円
その他
　９.２億円

繰入金・繰越金
（町の財産・前年の残り）

　15.3 億円

町債
（町の借金）

 11.6 億円

<
>

<
>

<
>

総務費
（人件費や施設管理費など）

　24.4 億円

民生費
（子育て福祉など）

　20.2 億円

民生費
（子育て福祉など）

　20.2 億円

教育費
　14.5 億円
教育費
　14.5 億円

衛生費
（病院や予防接種など）

　12.2 億円

衛生費
（病院や予防接種など）

　12.2 億円

農林水産業費
　10.4 億円
農林水産業費
　10.4 億円

土木費
（道路や橋の修理など）

　８.１億円

土木費
（道路や橋の修理など）

　８.１億円

公債費
（町の借金の返済）

　13.5 億円

公債費
（町の借金の返済）

　13.5 億円

・

その他（議会費や予備費など）　２.１億円

・
・

商工費（商工業や観光など）　３.５億円
消防費　５.６億円

１１３  ９,３００１１３  ９,３００億　　　　   　  　万円億　　　　   　  　万円

・

及川　幸子議員及川　幸子議員

Q

Q

Q

Q

住
民
満
足
度

住
民
満
足
度

住
民
満
足
度

学
び
の
充
実
・

　
　
　
　  

　
　
の
向
上

学
び
の
充
実
・

　
　
　
　  

　
　
の
向
上

人
づ
く
り

人
づ
く
り

人
づ
く
り

　
　
　
　
　
か
ら

始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
か
ら

始
ま
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
　
　
　
の
好
　
　
　
に

向
け
た
取
組
　
　

地
域
　
　
　
の
好
　
　
　
に

向
け
た
取
組
　
　

経
済
　
　
循
環
　
　
　
　

経
済
　
　
循
環
　
　
　
　

経
済
　
　
循
環
　
　
　
　
福
祉
　
　
　 

子
育
て

福
祉
　
　
　 

子
育
て

福
祉
　
　
　 

子
育
て

　
　
の
向
上
・
　
　
　
　
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
の
向
上
・
　
　
　
　
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

産業　振興産業　振興産業の振興
持続的発展

繰入金・繰越金
（町の財産・前年の残り）

　15.3 億円

詳
細
は
、
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
：
55
：
40
〜
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町
税
滞
納
の
要
因
は  

　

　
　
　
　
　
　
　 

〈
町
税
〉

令
和
６ 

年
度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

歳
　  
入

︽
一
般
会
計
︾

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
議
会
の

み
導
入  
　
　
〈
議
会
費
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
費
用
は
議
会
の

み
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
執

行
部
と
同
時
で
な
く
て
い
い

の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
執
行
部
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
は
難
し
い
。

分
収
林
の
管
理
は 

　      

　
　
　
　
　  

〈
財
産
収
入
〉

　

（
阿
部
司
委
員
）
町
民
税

の
滞
納
が
増
加
し
て
い
る
の

で
行
政
と
し
て
相
談
機
能
を

発
揮
す
べ
き
で
は
。

　
　

滞
納
は
や
や
増
加
傾
向

に
あ
る
。
震
災
の
減
免
措
置

期
間
が
終
了
し
た
た
め
。

　

（
髙
橋
尚
勝
委
員
）
泊
浜

地
区
の
分
収
林
間
伐
事
業
の

取
り
組
み
は
。

　
　

分
収
林
の
管
理
は
基
本

的
に
契
約
者
で
あ
る
地
区
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

間
伐
事
業
も
同
様
で
あ
る
。

歳
　  

出

★★★問

結
婚
支
援
事
業
減
額
だ
が   

　
　
　
　
　  

〈
総
務
費
〉

自
主
防
災
組
織
に
サ
ポ

ー
ト
を
　
　  

〈
総
務
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
組
織
の

現
状
と
今
後
の
支
援
策
は
。

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

構
築
と
防
災
意
識
向
上
を
図

り
つ
つ
支
援
を
行
う
。

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
結
婚

活
動
支
援
業
務
委
託
料
が
減

額
さ
れ
た
が
。

　
　

県
が
取
り
組
む
「
み
や

マ
リ
」
事
業
等
を
活
用
し
対

応
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
に

２
千
万
円      

〈
総
務
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
構
築
委
託
料
２
千
万

円
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

　
　

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
る
。
魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

防
犯
灯
ま
だ
足
り
な
い     

　
　
　
　
　   

〈
総
務
費
〉

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
誘
導

灯
に
も
な
る
防
犯
灯
を
設
置

す
る
考
え
は
。

　
　

防
犯
灯
の
設
置
は
20
基

で
撤
去
が
５
基
で
あ
る
。
今

回
誘
導
灯
兼
務
の
も
の
は
な

い
。
要
望
箇
所
の
現
地
調
査

を
行
う
。

気
に
な
る
虐
待
件
数
の

増
加
　
　
　   

〈
民
生
費
〉

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
町

内
に
お
い
て
子
ど
も
の
虐
待

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
事

実
か
。

　
　

令
和
４
年
度
と
比
較
し

て
増
加
し
て
い
る
。
身
体
的

虐
待
よ
り
も
心
理
的
虐
待
、

育
児
放
棄
な
ど
で
あ
る
。

答 ★★★問

生
活
保
護
世
帯
へ
の
支

援
は 

　
　
　  

〈
民
生
費
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
受
給

者
数
の
推
移
と
支
援
策
は
。

　
　

令
和
３
年
度
57
件
、
４

年
度
59
件
、
今
年
度
65
件
と

増
加
傾
向
に
あ
る
。
新
年
度

に
お
い
て
居
場
所
事
業
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
事
業
等
で
支
援

す
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
居
場
所

支
援
継
続      

〈
衛
生
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
こ
れ
ま

で
の
評
価
は
。

　
　

今
年
度
で
県
の
モ
デ
ル

事
業
は
終
了
す
る
が
一
定
の

評
価
を
し
て
い
る
。
町
単
独

で
引
き
続
き
実
施
す
る
。

太
陽
光
発
電
の
抱
え
る

課
題 

　 

　    

〈
衛
生
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
太
陽
光

発
電
は
廃
棄
処
分
時
に
課
題

が
あ
る
の
で
は
。

　
　

県
内
に
処
分
出
来
る
事

業
者
が
２
社
あ
る
。
産
業
廃

棄
物
な
の
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
草
木
沢
処
分
場
へ
の

持
ち
込
み
は
出
来
な
い
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
本
人

負
担
は  

　    

〈
衛
生
費
〉

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
制
度

の
概
要
は
。

　
　

県
が
窓
口
と
な
り
県
医

師
会
と
助
産
師
会
が
市
町
村

に
代
わ
っ
て
産
後
ケ
ア
を
行

う
。
本
人
負
担
は
食
事
代
程

度
に
な
る
。

シ
ケ
の
被
害
に
何
か
手
立

て
を
　 

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
南
岸

低
気
圧
に
よ
る
漁
業
被
害
が

甚
大
で
あ
る
。
国
県
の
支
援

に
つ
い
て
情
報
が
な
い
か
。

　
　

水
産
を
中
心
に
10
億
円

を
超
え
る
被
害
額
で
あ
る
。

災
害
融
資
制
度
の
活
用
を
促

し
た
い
。

ご
み
の
最
終
処
分
場 

　
　
　
　
　   

〈
衛
生
費
〉

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
焼
却

灰
埋
立
委
託
先
が
気
仙
沼
市

で
は
な
く
秋
田
県
小
坂
町
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

気
仙
沼
市
に
お
願
い
し

答答

複数委員が質疑
公
営
住
宅
の
様
々
な
課
題   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
使
用
料
及
び
手
数
料
〉  

　

（
及
川
幸
子
委
員)
家
賃
の
滞
納
整
理
の
状
況
は
。

　
　

住
宅
供
給
公
社
等
の
努
力
も
あ
り
滞
納
額
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
各
団
地
の
入
居
者
数
及
び
高

齢
者
等
の
人
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

毎
月
集
計
し
て
あ
る
。
町
営
住
宅
７
５
８
世

帯
、
災
害
公
営
６
９
０
世
帯
、
高
齢
者
数
６
１
２

世
帯
、
高
齢
者
の
み
３
５
４
世
帯
、
単
身
高
齢
者

２
５
０
世
帯
（
本
年
２
月
末
現
在
）
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
町
営
住
宅
内
の
駐
車
場
を

無
料
に
で
き
な
い
か
。

　
　

現
在
そ
の
考
え
は
な
い
。

答答
障
害
者
相
談
件
数
増
、
体
制
整
備
は    　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
民
生
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
主
な
相
談
の
内
容
は
。

　
　

多
様
な
相
談
事
例
が
あ
る
。
一
番
多
い
の
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
相
談
支
援
業
務
委
託
料
１

千
万
円
の
中
身
は
。

　
　

委
託
先
は
洗
心
会
。
内
容
は
相
談
支
援
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業
務
で
あ
る
。
対
応

職
員
は
８
名
。
相
談
者
数
１
３
２
名
、
延
べ
相
談

件
数
２
，
０
２
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

職
員
８
名
で
１
３
２
名
へ
の
対
応
と
す
れ
ば

予
算
は
十
分
過
ぎ
る
の
で
は
。

　
　

従
前
ど
お
り
行
う
。

論戦白熱
★★★問答 ★★★問

★★★問 答答

複数委員が質疑
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
は   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寄
附
金
〉  

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
寄
附
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
強
化
す
る
方
策
は
。
前
年
度
よ
り
減
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
増
額
は
見
込
め
な
い
か
。

　
　

南
三
陸
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
当
該
企
業
の
参

加
を
促
し
て
い
く
。
仲
介
業
者
を
１
社
か
ら
３
社

に
増
や
し
て
増
収
を
図
り
た
い
。

　

（
阿
部
司
委
員
）
寄
附
金
で
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
を
行
っ
て
欲
し
い
。

　
　

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
し
、
多
く
の
企
業
の
支
援

を
頂
戴
し
た
い
。
有
効
活
用
を
図
る
。

★★★問

★★★問 答答

複数委員が質疑
デ
マ
ン
ド
運
行
導
入
の
成
果
と
展
望
は   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
総
務
費
〉  

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
者

増
を
図
る
方
策
は
。

　
　

協
議
会
が
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
「
町
ニ
ュ
ー

ス
」
を
活
用
し
て
乗
客
増
に
つ
な
げ
た
い
。

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
デ
マ
ン
ド
バ
ス
路
線
を
増

や
す
計
画
は
。

　
　

新
年
度
デ
マ
ン
ド
運
行
に
転
換
す
る
路
線
と

し
て
荒
砥
線
を
検
討
し
て
い
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
今
年
度
の
利
用
実
績
は
。
採

算
は
と
れ
て
い
る
か
。

　
　

定
時
定
路
線
バ
ス
と
比
較
し
て
利
便
性
が
か

な
り
向
上
し
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
収
支

の
み
で
の
評
価
は
適
当
で
な
い
。
今
後
利
用
登
録

者
を
増
や
す
。

★★★問★★★問答

★★★問 答答

複数委員が質疑
こ
ど
も
計
画
作
成
、
万
難
を
排
し
て   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
民
生
費
〉  

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
こ
ど
も
計
画
作
成
業
務
委

託
の
内
容
は
。

　
　

新
年
度
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態

調
査
及
び
計
画
作
成
を
す
る
も
の
。
委
託
先
は
未

定
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
第

３
期
計
画
を
作
る
上
で
現
行
計
画
を
評
価
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　

第
２
期
計
画
の
評
価
は
第
３
期
計
画
を
作
成

す
る
中
で
行
う
。

★★★問★★★問★★★問

た
が
受
け
入
れ
出
来
な
い
と

言
わ
れ
た
。

　
　

当
町
で
も
最
終
処
分
場

を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

答 ★★★問答答
鳥
獣
被
害
を
防
げ    　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
阿
部
司
委
員
）
捕
獲
頭
数
と
予
算
と
の
バ
ラ

ン
ス
は
。

　
　

昨
年
度
シ
カ
が
１
３
１
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が
41

頭
。
今
年
度
は
シ
カ
が
１
６
３
頭
、
イ
ノ
シ
シ
が

43
頭
で
若
干
増
え
て
い
る
。
捕
獲
報
酬
は
１
頭
当

た
り
６
千
円
増
額
し
て
１
万
４
千
円
と
な
る
。

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
捕
獲
し
た
動
物
の
埋
設
場

所
は
衛
生
管
理
上
し
っ
か
り
し
た
対
応
を
。

　
　

埋
設
場
所
は
民
家
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
衛

生
上
の
問
題
は
な
い
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
駆
除
予

算
を
も
っ
と
計
上
す
べ
き
。
死
骸
を
埋
め
る
際
、

周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が
出
な
い
よ
う
し
っ
か
り
や

っ
て
欲
し
い
。

　
　

捕
獲
頭
数
が
増
え
る
場
合
、
補
正
も
考
え
る
。

埋
設
に
当
た
っ
て
苦
情
が
出
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

論戦白熱
★★★問★★★問

６
日
間
、
２
９
４
件
の
質
疑
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。



︽
特
別
会
計
︾

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

市場事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

訪問看護ステーション事業会計

会計区分　　　　　　　　　　予算額　　　　　　　　　　前年比

２０億５,８００万円

１億８,４００万円

1５億８,４００万円

３,０００万円

６億９８０万円

１億１,５３０万円

２０億１,６００万円

４,６５０万円

△１.６％（△３,200 万円）

１５.８％（　２,500 万円）

△１.４％（△１,070 万円）

△５５.９％（△３,800 万円）

△７.９％（△４,820 万円）

１８.１％（　２,088 万円）

３.４％（　６,800 万円）

０.１％（　　   50 万円）

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
認
知
症

予
防
の
取
り
組
み
は
。

答　

高
齢
者
と
若
年
層
と
の

交
流
で
認
知
症
予
防
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
認
知
症
カ

フ
ェ
の
開
催
や
百
歳
体
操
な

ど
に
取
り
組
む
。

介
護
予
防
教
室
、
参
加
者
を

増
や
す
に
は  

〈
介
護
保
険
〉

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
優

先
順
位
の
見
え
る
化
は
。

　
　

全
長
２
４
０
㎞
の
う
ち

老
朽
管
が
25
㎞
。
漏
水
管
の

改
修
と
併
せ
布
設
替
工
事
が

必
要
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
図
り
た
い
。

老
朽
水
道
管
の
見
え
る

化
は
　
　
　
　    

〈
水
道
〉

南三陸町議会だより 第73 号 ●６南三陸町議会だより 第73 号●７

長く親しまれた町民プール

令
和
６ 

年
度

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

起
業
支
援
の
実
態
は
　 

　
　
　
　
　   

〈
商
工
費
〉

　

（
阿
部
司
委
員
）
起
業
支

援
事
業
の
実
績
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
46
件
の
起
業

計
画
を
認
定
し
て
い
る
。
商

工
会
を
窓
口
に
今
後
も
支
援

を
行
う
。

船
の
規
制
強
化
に
対
応

を
　
　
　
　   

〈
商
工
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
漁
業
体

験
で
の
船
の
利
用
が
規
制
強

化
さ
れ
る
。
対
応
策
は
。

　
　

教
育
旅
行
を
推
進
す
る

際
、
安
全
確
保
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
。
安
全
装
備
品
等

事
業
者
の
費
用
負
担
が
増
加

し
て
い
る
。
軽
減
策
を
検
討

す
る
。

ど
う
す
る
せ
せ
ら
ぎ
公

園
　
　 

　
　  

〈
土
木
費
〉

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
今

後
の
整
備
計
画
は
。

　
　

せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
復
旧

再
建
は
行
わ
な
い
。
施
設
内

の
石
材
等
の
活
用
方
法
を
今

後
検
討
し
た
い
。

入
居
者
が
亡
く
な
っ
た

後
は
　
　 
　  

〈
土
木
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
町
有

宅
地
に
戸
建
住
宅
を
建
て
た

方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
町

の
対
応
は
。

　
　

建
物
に
金
融
債
権
が
張

り
付
い
て
い
る
場
合
、
相
続

人
と
金
融
機
関
の
間
で
処
理

さ
れ
る
。
相
続
人
が
い
な
い

場
合
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
。

防
災
無
線
の
設
置
基
準

は
　
　 

　
　  

〈
消
防
費
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
防
災
無

線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
基

準
は
あ
る
か
。

　
　

明
確
な
基
準
は
な
い
。

現
在
１
０
６
カ
所
に
設
置
し

て
あ
る
。
難
聴
地
域
が
な
い

消
防
団
屯
所
の
整
備
計

画
は
　 

　
　  

〈
消
防
費
〉

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
屯
所

建
設
計
画
と
消
防
団
再
編
成

の
予
定
は
。

　
　

６
年
度
は
第
８
分
団
石

泉
班
の
屯
所
を
活
性
化
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
内
に
建
設
す
る
。

石
泉
班
と
上
沢
班
合
同
で
の

新
築
移
転
と
な
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
力

を
　
　 

　  

　
〈
教
育
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
志

（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
教
育
の
目

的
及
び
内
容
は
。

　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て

の
位
置
づ
け
。
両
中
学
２
年

生
を
対
象
と
し
て
将
来
の
生

き
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
設
す
る
。
多
様
な

企
業
人
等
を
講
師
と
し
て
招

き
学
習
の
場
と
す
る
も
の
。

入
谷
小
の
デ
ッ
キ
改
修

を
　
　 

　  

　
〈
教
育
費
〉

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
学
童

が
中
庭
で
遊
べ
な
い
の
で
改

修
を
急
い
で
ほ
し
い
。

　
　

入
谷
小
の
中
庭
の
デ
ッ

キ
の
改
修
は
結
構
な
費
用
を

要
す
る
。
ま
ず
応
急
処
置
を

講
じ
た
い
。

教
育
現
場
へ
の
行
政
の

介
入   

　  

　
〈
教
育
費
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
大
阪

府
寝
屋
川
市
で
は
市
長
部
局

に
監
察
課
を
設
置
し
て
、
い

じ
め
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

当
町
で
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

学
校
現
場
で
の
事
案
は

極
力
学
校
及
び
教
育
委
員
会

で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

町
民
プ
ー
ル
老
朽
化
で

利
用
終
了     

〈
教
育
費
〉

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
旧
林

際
小
の
プ
ー
ル
の
廃
止
は
町

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら

れ
て
い
る
か
。

　
　

利
用
者
は
旧
林
際
小
学

校
区
の
子
供
た
ち
で
あ
り
、

今
後
の
プ
ー
ル
利
用
は
入
谷

小
プ
ー
ル
に
統
廃
合
さ
れ
る
。

さ
ん
さ
ん
館
と
の
合
意
は
得

ら
れ
て
い
る
。

ラ
ム
サ
ー
ル
追
加
登
録 

　 
　
　
〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
新
た

に
追
加
登
録
さ
れ
る
区
域
及

び
時
期
は
。

　
　

折
立
地
区
、
志
津
川
漁

港
付
近
な
ど
で
時
期
は
令
和

11
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

★★★問 答答

複数委員が質疑
公
営
塾
、
中
学
校
に
も   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
教
育
費
〉  

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
学
習
支
援
事
業
の
目
的
は
。

　
　

両
中
学
３
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
毎
週
土

曜
日
に
開
設
す
る
。
基
礎
及
び
応
用
学
力
向
上
を

目
的
と
し
た
個
別
指
導
に
よ
る
学
習
支
援
事
業
で

あ
る
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
中
学
校
版
公
営
塾
と
の

認
識
で
よ
い
か
。
学
校
の
先
生
方
の
負
担
が
増
え

な
い
か
。

　
　

公
営
塾
と
い
う
位
置
づ
け
で
よ
い
。
学
校
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
別
途
な
も
の
な
の
で
、
心
配
は
な

い
。
課
題
が
あ
れ
ば
今
後
の
取
り
組
み
の
中
で
対

応
す
る
。

★★★問

よ
う
配
慮
す
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は   

　  

　
　
　 

　
〈
教
育
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
部
活

動
の
地
域
移
行
は
慎
重
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
。

　
　

子
供
達
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。
周

辺
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
る
が
、
地
域
の
体
制

が
整
う
な
ら
ば
地
域
移
行
も

検
討
す
る
。

★★★問 答答

複数委員が質疑
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
取
り
組
み
は   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
教
育
費
〉  

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
町
が
主
導
し
た
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
推
進
を
。

　
　

町
の
教
育
財
産
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
支

援
策
は
。

　
　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
が
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
も
生
涯
学
習

係
を
窓
口
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

★★★問答 ★★★問答答
医
師
や
看
護
師
の
確
保
は    　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
病
院
〉

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
来
年
度
の
医
師
の
確
保
は

十
分
か
。

　
　

次
年
度
の
医
療
体
制
は
今
年
度
と
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
し
整
形
外
科
が
常
勤
対
応
か
ら
非
常
勤

対
応
と
な
る
。
診
療
日
数
は
週
４
日
か
ら
週
３
日

に
変
更
に
な
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
看
護
師
等
の
確
保
は
十
分
か
。

　
　

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
夜
勤
シ
フ
ト
編
成
に

苦
慮
し
て
い
る
。
年
４
回
正
規
職
員
を
募
集
し
つ

つ
短
期
任
用
職
員
の
採
用
を
行
っ
て
い
る
。
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
作
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
医
療
体
制
の
確
保
が
心
配

だ
が
。

　
　

４
月
か
ら
医
師
も
時
間
外
労
働
に
上
限
が
設

け
ら
れ
る
。
当
院
で
は
非
常
勤
の
医
師
が
該
当
す

る
が
労
働
基
準
監
督
署
が
日
直
、
宿
直
勤
務
を
労

働
時
間
か
ら
除
外
す
る
と
し
た
た
め
従
来
ど
お
り

の
勤
務
体
制
を
組
め
た
。

論戦白熱
★★★問★★★問
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町外からの人材と協力して地域おこし

議
案議

審
３月定例会議

入谷横断１号線まだか入谷横断１号線まだか入谷横断１号線まだか入谷横断１号線まだか

　
町
道
工
事
と
し
て
最
優
先
に
位
置
付
け
ら
れ
る
横
断

１
号
線
。
完
成
ま
で
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
が
、

進
捗
状
況
や
工
事
内
容
は
随
時
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
議
会
で
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
身
近
な
条

例
改
正
も
あ
り
ま
し
た
。

答 問
　

（
菅
原
辰
雄
議
員
）
工
事

の
進
捗
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
予

定
の
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

い
る
の
か
、
遅
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

次
年
度
へ
繰
越
し
す
る

部
分
も
あ
る
が
、
予
算
配
分

に
対
し
て
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
。

算
正補

予
３月定例会議

答 問

答 問

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
医
師

の
定
年
に
つ
い
て
今
回
ど
の

よ
う
に
変
更
さ
れ
た
の
か
。

定
年
は
70
歳
と
な
る
の
か
。

　
　

医
師
に
つ
い
て
は
65
歳

か
ら
70
歳
に
変
更
と
な
っ
た
。

た
だ
し
70
歳
を
過
ぎ
て
も
再

任
用
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
期
間

を
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
に

問
題
は
な
い
の
か
。

　
　

正
規
の
運
用
は
行
っ
て

い
た
が
、
文
言
の
記
載
漏
れ

が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
お
詫

び
し
た
い
。

地元の悲願

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
抜
根

費
に
つ
い
て
の
計
上
は
、
当

初
さ
れ
て
な
く
今
に
な
っ
て

計
上
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

　
　

場
所
に
よ
っ
て
算
出
基

準
が
変
わ
る
た
め
、
実
施
に

合
わ
せ
て
積
算
し
た
た
め
で

あ
る
。

医
師
の
定
年
条
例

さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正

答 問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
年
末

年
始
を
完
全
休
館
と
し
た
理

由
は
。

　
　

利
用
が
非
常
に
少
な
い

状
況
の
中
、
行
財
政
の
見
直

し
と
い
う
観
点
か
ら
も
判
断

し
た
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
休
館
日

の
変
更
が
あ
る
場
合
、
ど
の

よ
う
な
状
況
が
想
定
さ
れ
る

か
。

　
　

災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

公
民
館
、
年
末
年
始

の
休
館
を
設
定

条
例
関
係
４
件
の

　
　
　
　
　
　
を
確
認

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

・
監
査
委
員
条
例
な
ど

　
　
　
　
　
　
５
条
例

・
漁
業
管
理
条
例

・
町
営
住
宅
条
例

・
給
水
条
例
な
ど
２
条
例

　
を
改
正

は
て
？

は
て
？

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

①
解
散
や
欠
員
な
ど
の

事
由
で
選
挙
費
の
補
正

予
算
を
組
む
こ
と
。

②
す
で
に
議
決
さ
れ
た

動
産
取
得
に
お
い
て
、

契
約
金
額
の
５
％
以
内

の
変
更
。

③
一
部
事
務
組
合
を
組

織
す
る
自
治
体
数
の
変

更
や
事
務
、
規
約
の
変

更
。

④
広
域
連
合
を
組
織
す

る
自
治
体
数
の
変
更
や

事
務
、
規
約
の
変
更
。

震災前より大きい予算規模震災前より大きい予算規模震災前より大きい予算規模
　当初予算から８億円膨らみ　114億８千万円に

10
事
業
を
次
年
度
へ
繰
越

予
算
整
理
の
た
め
の
補
正
予
算
。
多
く
の
項
目
で
減
額
と
な
り
、

10
事
業
が
令
和
６
年
度
に
繰
り
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

（
須
藤
清
孝
議
員
）
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

増
額
か
ら
減
額
の
変
更
見
込

み
に
な
っ
た
要
因
は
。

　
　

能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
た
影
響
も
あ
り
、
被
災
地

へ
の
寄
附
が
増
え
た
こ
と
の

影
響
が
大
き
い
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
防
災

マ
ッ
プ
作
成
委
託
料
が
減
額

に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
の
マ
ッ
プ
作

成
に
お
い
て
、
業
者
で
は
な

く
職
員
で
も
デ
ー
タ
加
工
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
減
額
で

き
た
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
汚

染
牧
草
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
調
整
が
必
要
と
理
解
し

つ
つ
も
、
可
及
的
速
や
か
に

処
理
す
べ
き
で
は
。

　
　

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が

一
日
も
早
く
処
理
す
る
こ
と

が
使
命
と
考
え
る
。
令
和
６

年
度
で
完
了
で
き
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
介
護
訓

練
等
の
給
付
費
が
増
額
に
な

っ
て
い
る
理
由
は
。

答　

新
規
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
と
、
複
数
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
傾
向
が

出
て
き
て
い
る
た
め
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
課
題
や
懸
念
点
が

あ
る
か
。

答　

本
来
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

事
業
に
お
い
て
の
労
働
力
と

い
う
２
つ
の
要
素
の
線
引
き

も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

答 問

答 問

答

問

答 問

答 問答 問

平成22年度  　　平成24年度　　　令和２年度　　　令和５年度

震災前はこんな感じ　　　　 震災後のピークがここ　　   10年経ってだいぶ減少　　　人口は減ったのに…？★★震災
⇨74  8億  　 千万円 976 8億  　千万円⇨285 6億  　千万円⇨114 8億  　千万円

専
決
処
分
と
は
、
本
来

議
会
の
議
決
・
決
定
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
柄
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
議
会
の
議
決
・
決

定
の
前
に
自
ら
処
理
す

る
こ
と
で
す
。

●
３
月
８
日
全
員
協
議
会
に
て

専
決
処
分
の
範
囲
を
拡
大

　

以
前
よ
り
継
続
協
議

と
な
っ
て
い
た
専
決
処

分
事
項
に
つ
い
て
、
改

め
て
全
員
協
議
会
で
協

議
し
、
４
つ
の
事
項
を

新
た
に
認
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

工
事
の
進
捗
は

介
護
保
険
料
改
定

　
今
年
度
よ
り
介
護
保

険
料
の
設
定
が
変
更
と

な
る
。
所
得
段
階
区
分

を
細
分
化
し
、
乗
率
を

変
更
す
る
こ
と
で
低
所

得
者
の
負
担
を
減
ら
し
、

高
所
得
者
の
負
担
増
で

制
度
の
持
続
可
能
化
を

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大規模な工事が続く
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ここが聞きたい！

一般質問は年４回の定例会議でのみ

一問一答方式で

１人９０分の制限時間で行われます。

議員からの通告によって行われるため

町政全般について自由度の高い議論が展開されます。

今回は

６人の議員が １１件について

行いました。

①高校魅力化構想の達成度は
②能登への支援は
　

①産業振興計画の目標と進捗管理を
　明確に
②地震による自然災害の防備と対応
　を伺う

①豪雨被害などで機能していない
　取水堰の対応策は
②河川の生態系環境の考えは

「各議員の質問内容」

一
般
質
問

１

２

３

４

５

６

後藤伸太郎　議員…１２ページ

阿部　司　議員……１３ページ

佐藤　正明　議員…１４ページ

伊藤　俊　議員……１５ページ

菅原　辰雄　議員…１６ページ

及川　幸子　議員…１７ページ

　各議員の一般質問の動画が見やすいよう、それぞれのページにQRコード及び時間を
掲載しています。お手元のスマートフォン等でカメラを起動し、QRコードを読み込み、
再生して、掲載してある時間 (１’09”30 など ）に移動することで、その議員の質問
の時間からご覧いただくことが可能です。

算
正補

予
２月臨時会議

もう不祥事は起こさないもう不祥事は起こさないもう不祥事は起こさない 議
案議

審
２月臨時会議

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
多

く
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
が
。

　
　

た
く
さ
ん
の
意
見
が
も

ら
え
て
良
か
っ
た
。
そ
れ
を

検
討
委
員
に
は
十
分
汲
み
取

っ
て
も
ら
え
た
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
策
定

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も

行
っ
て
い
る
が
、
回
収
率
は

町
民
分
が
29
．
４
％
、
企
業

分
が
38
％
。
こ
れ
で
町
民
が

望
む
10
年
後
が
描
け
て
い
る

と
言
え
る
の
か
。

　
　

昨
年
８
月
に
懇
談
会
も

４
地
区
で
開
催
し
、
31
名
の

出
席
が
あ
っ
た
。
町
民
の
声

を
聞
く
場
が
不
十
分
だ
っ
た

と
は
思
っ
て
い
な
い
。

答 問

役目を終えて行政管理課廃止

　
町
補
助
金
の
不
正
流

用
問
題
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
は
、
事
実

関
係
を
明
確
に
し
、
不

正
流
用
分
の
金
額
を
整

理
し
た
上
で
、
責
任
の

所
在
を
追
求
し
、
再
発

防
止
を
図
る
観
点
で
調

査
を
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
、
不
正
流
用
を
行

っ
た
本
人
と
南
三
陸
町

と
の
和
解
が
成
立
し
、

再
発
防
止
策
も
講
じ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
行
政

管
理
課
は
３
月
で
廃
止

さ
れ
ま
す
。

答 問
　

（
伊
藤
俊
議
員
）
今
ま
で

行
政
管
理
課
で
担
っ
て
き
た

「
お
ら
ほ
の
相
談
窓
口
」
な

ど
の
業
務
は
ど
こ
が
引
き
継

ぐ
の
か
。

 

　

企
画
課
で
担
当
す
る
。

職
員
自
身
の
悩
み
相
談
に
つ

い
て
は
総
務
課
が
引
き
継
ぐ
。

第
３
次
総
合
計
画
を
承
認

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
２
年
前
倒
し
し
て
、
令
和
６
年
度
を

初
年
度
と
し
た
10
年
間
に
お
け
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
﹁
南
三
陸
町
第
３
次
総
合
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
ど
の
事

業
を
実
施
す
る
に
も
ま
ず
は

人
が
大
事
だ
。
人
口
減
少
対

策
を
も
っ
と
強
調
す
る
計
画

に
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

現
段
階
で
特
効
薬
に
な

る
よ
う
な
事
業
を
示
す
こ
と

は
な
か
な
か
困
難
だ
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
こ
れ

は
２
０
４
０
年
問
題
を
見
据

え
た
計
画
な
の
か
。
危
機
感

の
な
い
構
想
に
見
え
る
が
。

　
　

人
口
は
減
少
し
て
い
く

と
い
う
前
提
の
下
、
対
策
の

幹
と
な
る
こ
の
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。

問答答 問

物価高騰対策に

　　　    4,370万円

物価高騰対策に

　　　    4,370万円

物価高騰対策に

　　　    4,370万円

１ 

低
所
得
世
帯
へ

の
生
活
支
援

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
の
影
響
を
切

実
に
受
け
て
い
る
低
所
得
者

を
支
援
す
る
た
め
、
支
援
の

対
象
を
拡
大
し
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
以
外
に
﹁
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
﹂
に

対
し
て
も
10
万
円
の
給
付
金

を
支
給
す
る
も
の
。

２ 

子
ど
も
が
い
る
低
所

得
世
帯
へ
の
生
活
支
援

　
子
ど
も
が
い
る
低
所
得
者

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、﹁
住
民
税
非
課
税

世
帯
﹂
と
﹁
住
民
税
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
﹂
に
対
し
、

18
歳
以
下
の
児
童
１
人
に
つ

き
５
万
円
の
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
。

①生活環境の満足度向上に繋がる
　地域福祉施策を

①正　の森公園の維持管理は

①人は一人では生きられない
　みんなの力でネ！
②太陽光発電の推進について
③地震で液状化が発生するか

牛鵠



職員派遣は今後も続ける

問答

答

問答 答

問

答問

問

答

 
 

﹁
第
３
次
総
合
計
画
﹂
に

お
け
る
産
業
振
興
計
画
の
位

置
づ
け
は
。

　
　

豊
か
な
生
活
を
目
指
す

た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
す

る
各
種
産
業
の
基
盤
強
化
策

と
し
て
重
要
な
意
義
を
な
し

て
い
る
。

　
　

﹁
町
の
総
合
戦
略
﹂
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
は
。

　
　

総
合
戦
略
に
つ
い
て
は

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
対

策
を
主
と
し
て
扱
っ
て
い
る

が
目
的
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　

総
合
戦
略
に
は
毎
年
６

月
に
実
績
検
討
し
２
年
目
に

事
業
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
総
合
計
画
の

実
績
検
討
と
合
わ
せ
２
月
に

行
い
、
可
能
な
限
り
３
月
の

予
算
審
議
に
盛
込
ん
で
は
。

　
　

年
度
の
途
中
で
は
あ
る

が
可
能
な
限
り
検
討
す
る
。

問答

問答

答

問

　 絆

町
長  

復
旧
・
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

　
　 

せ
た
長
い
期
間
の
支
援
が
必
要

　
　 

問答 問

答

答

※本文は、原文のとおり掲載しています。 ※本文は、原文のとおり掲載しています。

問

問

地域に根付く生業には人を引き寄せる力がある

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

地
震
に
よ
る
自
然
災
害
の
防
備
と
対
応
を
伺
う

町
長
　
県
内
協
定
や
県
外
10
地
区
と
協
定
し
て
い
る

災害防備

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

答 答

問 答

問

問

答

問
　
　

高
校
魅
力
化
構
想
の
達

成
度
は
。

　
　

全
国
募
集
、
地
域
学
な

ど
様
々
な
こ
と
を
進
め
て
き

た
。
50
％
以
上
は
達
成
と
認

め
て
も
ら
え
る
の
で
は
。

　
　

旭
桜
寮
の
運
営
体
制
は

入
寮
生
が
10
名
増
え
る
新
年

度
か
ら
も
十
分
か
。

　
　

十
分
な
体
制
づ
く
り
を

検
討
中
。
寮
の
定
員
は
24
名

だ
が
、
超
過
し
た
場
合
の
対

応
も
検
討
を
始
め
た
。

　
　

思
春
期
の
お
子
さ
ん
を

預
か
る
上
で
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

初
年
度
の
今
年
は
苦
労

も
多
か
っ
た
。
相
談
員
の
配

置
や
、
町
長
自
ら
の
面
談
で

少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き
た
。

地
域
の
方
々
と
の
交
流
会
も

あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
　

全
国
か
ら
の
生
徒
た
ち

高
校
魅
力
化
構
想
の
達
成
度
は

町
長
　
全
国
募
集
な
ど
目
標
の
50
％
以
上
は
達
成

高校支援

能
登
へ
の
支
援
は

産
業
振
興
計
画
の
目
標
と
進
捗
管
理
を
明
確
に

町
長
　
可
能
な
限
り
要
望
に
沿
う
よ
う
整
理
を
進
め
る

　
　

こ
れ
ま
で
の
町
の
支
援

は
。

　
　

看
護
師
１
名
の
派
遣
に

始
ま
り
、
住
家
の
調
査
支
援
、

給
水
支
援
、
高
齢
者
支
援
な

ど
に
職
員
の
べ
８
名
を
派
遣

し
て
い
る
。
志
賀
町
、
能
登

町
へ
は
物
資
も
送
っ
た
。

　
　

町
と
し
て
義
援
金
は
出

し
て
い
る
か
。

　
　

日
程
を
調
整
し
町
長
が

直
接
手
渡
し
に
行
き
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
も
伝
え
た
い
。

　
　

今
後
必
要
な
支
援
は
。

　
　

職
員
派
遣
は
今
後
、
専

門
職
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う

が
ど
こ
も
人
員
不
足
な
の
で

難
し
い
。
能
登
町
を
中
心
に
、

長
い
期
間
の
支
援
を
考
え
て

い
く
。

政治使命

　
　

能
登
半
島
地
震
の
発
災

か
ら
は
多
く
の
教
訓
が
得
ら

れ
る
と
思
う
が
。
当
町
の
耐

震
強
化
前
の
建
物
比
率
は
。

　
　

２
割
程
と
思
わ
れ
る
。

　
　

能
登
で
は
大
規
模
火
災

に
見
ま
わ
れ
て
い
る
が
民
家

を
有
し
な
が
ら
火
災
発
生
時

に
消
防
車
等
の
往
来
不
能
な

町
道
は
ど
れ
程
か
把
握
し
て

い
る
か
。

　
　

大
半
は
４
メ
ー
ト
ル
以

上
に
な
っ
て
い
る
が
実
数
は

分
か
ら
な
い
。

　
　

災
害
時
の
受
援
支
援
の

組
織
だ
て
の
現
状
は
。

　
　

明
確
な
組
織
と
し
て
は

な
い
が
、
実
務
上
を
踏
ま
え

防
災
計
画
等
を
視
野
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　

災
害
国
日
本
で
の
生
活

に
は
防
災
知
識
は
重
要
視
さ

れ
防
災
士
の
養
成
が
求
め
ら

れ
る
。
当
町
の
現
状
は
。

　
　

広
報
等
で
募
集
し
、
今

年
も
４
名
取
得
し
て
い
る
。

　
　

関
東
大
震
災
級
の
震
災

が
遠
隔
地
で
発
災
し
た
場
合

の
町
と
し
て
の
対
応
は
。

　
　

発
災
想
定
地
に
お
い
て

も
種
々
検
討
さ
れ
て
い
る
が

一
義
的
に
は
公
営
住
宅
や
集

会
所
に
な
る
が
、
県
や
各
自

治
体
と
の
協
議
が
必
要
で
即

答
は
で
き
な
い
。

目標は細分化し

て取り組むと現

実化します。ポ

ジティブに進み

ましょう。

今年の Kizuna 留

学 生 は 昨 年 の

倍！高校魅力化、

さらに広げるた

めには…？

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　１’09”30〜

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　

ご　

 

と
う　
　

し
ん　

 

た　

  

ろ
う

答問答 に
、
卒
業
後
も
町
に
残
っ
て

も
ら
う
た
め
の
施
策
は
。

　
　

第
二
の
故
郷
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
視
察
し
た

北
海
道
奥
尻
町
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
検
討
す
る
。

　
　

地
元
の
中
学
生
に
も
進

学
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

︵
教
育
長
︶
探
求
活
動
発

表
会
の
合
同
開
催
な
ど
、
高

校
の
魅
力
を
知
る
機
会
は
数

多
く
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

森
里
海
連
環
学
な
ど
の
環
境

分
野
で
、
共
通
の
勉
強
会
を

開
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
校
生
ま
ち
づ
く
り
議

会
で
は
、
鋭
い
視
点
で
提
案

を
し
て
く
れ
て
い
る
が
。

　
　

否
定
的
な
受
け
止
め
方

は
せ
ず
、
実
現
し
た
ら
協
力

し
た
い
と
ま
で
言
う
生
徒
た

ち
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り

を
模
索
し
た
い
。

　
　

校
舎
の
建
て
替
え
は
。

　
　

早
い
時
期
に
建
て
替
え

の
予
定
だ
っ
た
が
、
他
校
の

統
廃
合
の
影
響
で
、
順
番
が

後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

総
合
計
画
は
全
職
員
の

協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず

数
値
化
し
て
人
事
考
課
で
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　

事
業
実
施
検
証
上
人
事

考
課
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

　
　

資
本
主
義
社
会
で
は
資

本
と
労
働
で
生
産
し
た
商
品

を
完
全
販
売
し
て
こ
そ
利
潤

の
最
大
化
に
な
る
。
２
月
に

事
業
実
績
検
討
を
行
い
実
需

に
沿
う
事
業
を
提
供
す
る
こ

と
が
我
々
の
﹁
政
治
使
命
﹂

と
考
え
る
が
。

　
　

可
能
な
限
り
要
望
実
現

に
向
け
整
理
を
進
め
る
。

や  

く  

わ  

り

問

答 問

答問

南三陸町議会だより 第73 号 ●12南三陸町議会だより 第73 号●13

阿
部 

　
司 

議
員

あ　
　

べ　
　
　
　
　

  

つ
か
さ



答

南三陸町議会だより 第73 号 ●14南三陸町議会だより 第73 号●15 ※本文は、原文のとおり掲載しています。

答問

答

答

問問

答

問

答

問

答

問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

倒壊してる取水堰・早期対応を

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

問

答

問答 答

答問

問 答
　
　

復
旧
を
検
討
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　

田
表
工
区
は
震
災
復
旧

で
圃
場
整
備
工
事
を
実
施
。

取
水
堰
に
つ
い
て
は
応
急
的

復
旧
と
思
う
、
対
応
策
は
。

　
　

地
区
の
方
々
は
懸
命
に

稲
作
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
地
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

し
て
行
き
た
い
。

問
　
　

町
管
理
の
取
水
堰
は
老

朽
化
の
た
め
、
近
年
の
豪
雨

発
生
な
ど
で
堰
の
倒
壊
や
流

失
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

対
応
策
は
。

　
　

取
水
堰
や
農
業
用
水
路

な
ど
の
施
設
が
多
く
あ
り
、

度
重
な
る
豪
雨
災
害
な
ど
で
、

十
分
に
機
能
し
て
な
い
施
設

も
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
機
能
回
復
の
た
め
に
そ

の
都
度
対
応
し
て
い
る
状
況
。

　
　

御
前
下
堰
が
被
害
を
受

け
て
い
る
、
今
年
の
耕
作
に

間
に
合
う
の
か
。

　
　

着
手
は
出
水
期
を
避
け

た
時
期
に
な
り
、
令
和
７
年

３
月
の
完
成
を
見
込
み
、
そ

の
期
間
は
仮
設
で
の
取
水
対

応
の
予
定
。

　
　

記
録
的
な
豪
雨
で
倒
壊

し
た
小
森
堰
の
対
応
は
。

農業施設

河
川
の
生
態
系
環
境
の
考
え
は

町
長
　
複
合
的
な
対
策
で
、
生
態
系
環
境

　
　
　
の
保
全
に
努
め
る

河川環境

豪
雨
被
害
な
ど
で
機
能
し
て
な
い
取
水
堰
の
対
応
策
は

町
長
　
選
別
し
な
が
ら
可
能
な
対
策
を
行
っ
て
い
く

　
　

近
年
の
異
常
気
候
で
、

５
年
前
の
台
風
19
号
の
影
響

で
河
川
災
害
が
起
き
て
か
ら
、

毎
年
の
よ
う
に
多
く
の
箇
所

が
災
害
を
受
け
て
い
る
。
災

害
復
旧
は
今
年
度
で
完
了
す

る
の
か
。

　
　

全
て
の
工
事
に
つ
い
て

は
年
度
内
の
請
負
契
約
を
進

め
、
工
事
完
成
は
来
年
度
と

な
る
。
︵
６
年
度
︶

　
　

地
域
に
は
工
事
内
容
や

時
期
な
ど
の
説
明
は
実
施
し

て
い
る
か
。

　
　

地
域
住
民
方
々
か
ら
の

理
解
・
協
力
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
地
区
の
行
政
区
長

と
打
合
せ
、
地
区
内
に
周
知

徹
底
し
て
い
る
。

　
　

工
事
の
施
工
管
理
方
法

や
体
制
は
十
分
か
。

　
　

復
旧
工
事
を
滞
り
な
く

進
め
、
工
事
の
円
滑
な
進
行

や
品
質
向
上
、
安
全
確
保
に

努
め
て
い
る
。

　
　

河
川
の
復
旧
完
了
後
の
、

生
態
系
環
境
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　

河
川
工
事
は
生
態
系
環

境
に
配
慮
し
た
整
備
が
望
ま

れ
、
動
植
物
の
状
況
把
握
や

保
全
対
策
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
の

放
流
対
策
を
講
じ
生
態
系
環

境
の
保
全
に
努
め
る
。

問

答 答

問答

問 ら
れ
な
い
か
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
は

い
な
い
。
大
変
な
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
今
の
う
ち

か
ら
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

高
齢
者
だ
け
で
な
く
障

が
い
者
に
対
す
る
移
動
支
援

策
は
な
い
か
。

　
　

社
会
参
加
を
促
す
支
援

が
出
来
る
よ
う
に
、
ニ
ー
ズ

調
査
も
含
め
進
め
て
い
く
。

　
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
も
意
識
し
た
今
後
の
ハ
ー

ド
面
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

考
え
は
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
予

定
は
回
答
で
き
な
い
が
、
社

会
の
ほ
う
に
障
害
が
あ
る
と

い
う
意
識
を
心
に
留
め
て
考

え
て
い
く
。

　
　

再
犯
防
止
・
後
見
人
制

度
な
ど
地
域
の
支
え
合
い
体

制
を
作
る
具
体
策
は
。

　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
を
は
じ
め
、
保
護
司
、
更

生
保
護
女
性
会
に
つ
い
て
も
、

草
の
根
的
な
活
動
を
し
っ
か

り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

　
　

後
見
人
制
度
の
担
い
手

答

問

みんなでつくろう！福祉のまち

生
活
環
境
の
満
足
度
向
上
に
繋
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
施
策
を

町
長
　
み
ん
な
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち

生活満足度の向

上は地域福祉の

充 実 で 実 現 す

る！

確
保
策
と
し
て
﹁
法
人
後
見

﹂
制
度
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

　
　

権
利
擁
護
研
修
会
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図

り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
の
一

つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

外
国
人
技
能
実
習
生
が

働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
に
必
要
な
考
え
は
。

　
　

働
き
や
す
い
職
場
環
境

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
行
事

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

守
る
、
維
持
し
て
い
く
地
域

福
祉
の
在
り
方
と
は
。

　
　

住
民
同
士
が
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。　

　
　

や
は
り
Ｌ
Ｓ
Ａ
制
度
は

令
和
６
年
度
で
終
了
か
。

　
　

重
要
性
は
変
わ
ら
な
い

と
認
識
し
て
お
り
、
検
討
や

研
究
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す

る
町
の
具
体
的
支
援
策
は
。

　
　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協

議
会
の
部
会
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
。
今
後
活
用
し
な
が
ら
地

道
な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

地
域
活
動
の
担
い
手
と

な
る
民
生
委
員
等
の
協
力
員

制
度
を
採
用
し
、
人
材
確
保

や
育
成
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

農業施設の用排

水路などが老朽

化、遊休化が進

む前に対応策を。

地域福祉

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　２’16”15〜

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　０’01”00〜

へ
の
参
加
な
ど
を
推
進
が
大

切
と
考
え
る
。

　
　

地
域
福
祉
の
在
り
方
も

含
め
、
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
。

　
　

こ
う
い
う
風
な
施
策
を

す
れ
ば
子
育
て
も
し
や
す
い

と
か
、
地
域
で
住
み
や
す
い

と
か
、
様
々
な
意
見
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

佐
藤 

正
明 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ま
さ　

あ
き

問

伊
藤 

　
俊 

議
員

い　

  

と
う　
　
　
　
　

し
ゅ
ん

問答

問

答



答問

問

問

答問 答

答 答

答答

答問

問
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答

問

問

答 問

問

問答

案内板を新しくしては

問答

答

いきいき元気な子供達の将来に期待

答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

及
川 

幸
子 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

問答

答

問

問

森林公園

答問

答

問

　
　

は
ま
ゆ
り
教
室
が
ベ
イ

サ
イ
ド
の
傍
に
あ
る
の
で
、

勉
強
だ
け
で
は
な
く
運
動
や

遊
び
、
様
々
な
人
と
の
係
わ

り
広
が
り
も
大
切
と
思
う
が
。

　
　

教
育
機
会
確
保
法
が
で

き
、
学
び
は
様
々
な
場
所
で

学
習
で
き
る
法
律
に
よ
り
、

は
ま
ゆ
り
教
室
等
が
あ
る
。

　
　

町
民
目
線
が
は
ま
ゆ
り

を
誤
認
識
し
、
特
別
な
場
所

と
偏
見
を
持
た
れ
て
い
る
が
。

　
　

保
護
者
に
は
認
知
度
が

あ
る
が
、
地
域
の
人
達
に
も

冊
子
等
で
理
解
を
深
め
た
い
。

　
　

自
立
心
の
あ
る
子
供
を

育
む
施
策
は
。

　
　

行
き
た
く
な
る
学
校
づ

く
り
の
柱
に
﹁
こ
ど
も
サ
ミ

ッ
ト
﹂
が
あ
る
。
子
供
自
身

で
考
え
主
体
的
に
行
動
す
る

子
供
を
育
む
こ
と
が
大
事
。

　
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
事
で
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
で
育
む
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

自
分
も
そ
う
感
じ
て
い

る
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。

問
　
　

第
２
次
と
第
３
次
総
合

計
画
の
違
い
は
﹁
人
﹂
が
前

に
き
た
こ
と
だ
が
意
図
は
。

　
　

人
と
自
然
は
本
町
の
魅

力
で
命
め
ぐ
る
ま
ち
で
あ
る
。

　
　

森
・
里
・
海
ど
れ
も
大

事
だ
が
海
、
水
産
被
害
の
手

立
て
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

養
殖
被
害
に
は
無
利
子

の
サ
ポ
ー
ト
資
金
が
あ
る
。

　
　

農
林
水
産
課
を
﹁
農
林

課
﹂
と
﹁
水
産
課
﹂
に
分
課

し
、
充
実
す
べ
き
時
期
で
は
。

　
　

あ
え
て
分
課
す
る
必
然

性
が
な
い
。　

　
　

大
事
な
人
づ
く
り
。
不

登
校
も
多
く
な
り
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

過
去
最
多
に
な
り
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の

確
保
に
力
を
入
れ
る
。

地
震
で
液
状
化
が
発
生
す
る
か

町
長
　
県
の
地
図
で
は
沿
岸
部
に
可
能
性
あ
り

災害は繰返す

他
に
﹁
太
陽
光
発
電
の
推

進
に
つ
い
て
﹂
も
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
、

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
力
で
ネ
！

教
育
長
　
学
校
で
な
く
て
も
学
び
は
ど
こ
で
も
可
能
で
す

町
長
　
町
と
保
呂
毛
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

子供は町の宝です

が、出生率に悩み

苦戦続きです。

教育環境

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　１’30”50〜

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

　２’15”20〜

　
　

能
登
の
災
害
か
ら
見
え

た
も
の
と
し
て
、
道
路
の
液

状
化
に
よ
る
被
害
が
多
か
っ

た
が
、
当
町
で
は
液
状
化
が

心
配
さ
れ
る
場
所
は
あ
る
か
。

　
　

東
日
本
大
震
災
の
時
、

松
原
公
園
で
あ
っ
た
。
各
地

区
は
な
か
っ
た
が
低
地
部
や

沿
岸
部
は
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

起
こ
り
得
る
こ
と
と
思

い
心
配
だ
が
。

　
　

県
が
公
表
し
て
い
る
地

図
で
は
、
沿
岸
部
の
市
町
村

全
部
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

国
道
３
９
８
号
か
ら
高

校
ま
で
の
通
学
路
を
直
線
で

嵩
上
を
早
急
に
す
べ
き
。

　
　

道
路
を
嵩
上
げ
し
た
分
、

そ
の
水
が
ど
こ
に
行
く
の
か

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

有
事
の
際
、
祈
念
公
園

内
の
道
路
に
あ
る
柵
を
外
す

と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　

高
校
や
大
船
、
高
台
に

直
に
逃
げ
た
方
が
良
い
。

お
い
　
か
わ
　
　
ゆ
き
　  

こ

菅
原 

辰
雄 

議
員

す
が
　
わ
ら
　
　
た
つ
　  

お

わ
れ
た
。
農
業
用
施
設
で
は

な
く
、
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
外
で
今
に
至
っ
て
い
る
。

　
　

橋
な
ど
渡
れ
る
機
能
と

水
車
が
回
る
公
園
と
し
て
復

活
さ
せ
る
方
策
を
。

　
　

水
車
小
屋
等
の
施
設
や

機
能
も
大
丈
夫
な
の
で
、
現

地
を
確
認
し
、
対
応
策
を
検

討
す
る
。

問 答

　
　

入
谷
の
里
山
の
風
景
に

溶
け
込
み
町
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
た
水
土
里
公
園

だ
が
、
大
雨
被
害
で
公
園
の

機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
が

対
応
策
は
。

　
　

平
成
17
年
に
環
境
教
育
、

情
操
教
育
の
場
・
美
し
い
景

観
を
生
か
し
た
憩
い
と
交
流

の
場
と
し
て
整
備
し
た
が
、

台
風
19
号
の
被
害
で
水
車
小

屋
へ
の
橋
や
親
水
機
能
が
失

み
　
ど
　
り

正
　
の
森
公
園
の
維
持
管
理
は

鵠牛

町職員や町民皆

さん、多くの方々

に正　の森公園

を理解してほし

いです！

鵠牛

　
　

正　

の
森
条
例
の
文
字

と
案
内
板
等
の
文
字
が
違
う

の
で
統
一
す
る
べ
き
で
は
。

　
　

条
例
の
文
字
が
正
し
い

の
で
統
一
す
る
。

　
　

広
大
な
森
林
だ
が
維
持

管
理
の
状
況
は
。

　
　

条
例
で
定
め
る
病
害
虫

の
駆
除
・
防
除
対
策
を
実
施
。

除
間
伐
等
は
計
画
的
に
進
め

平
成
14
年
〜
令
和
４
年
ま
で

約
47　

で
実
施
。
９
年
度
ま

で
に
76　

で
施
業
し
以
降
は

新
計
画
で
実
施
し
て
い
く
。

　
　

山
頂
部
の
公
園
施
設
は

老
朽
化
・
松
等
立
ち
枯
れ
で

危
険
だ
が
対
応
策
は
。

　
　

正
し
く
管
理
す
る
。
老

朽
化
は
想
定
で
き
る
が
利
用

者
も
減
少
し
て
お
り
施
設
整

備
は
検
討
す
る
。

　
　

入
大
船
沢
の
正　

渓
流

等
の
案
内
板
等
の
老
朽
化
が

著
し
い
。
新
た
に
設
置
は
。

　
　

案
内
板
な
ど
は
早
急
に

整
備
し
た
い
。

ha
ha

鵠牛

鵠牛

鵠牛

　
　

志
津
川
字
保
呂
毛
地
区

と
入
谷
字
入
大
船
沢
地
区
に

ま
た
が
る
、
保
呂
羽
山
一
帯

約
１
１
０
ha
を
森
林
公
園
﹁

正　

の
森
公
園
﹂
と
し
て
整

備
か
ら
30
数
年
が
経
過
し
た
。

維
持
管
理
の
現
状
は
。

　
　

優
れ
た
自
然
環
境
を
将

来
に
継
承
を
と
、
平
成
４
年

６
月
に
整
備
し
た
。
樹
木
を

永
久
に
伐
採
し
な
い
不
伐
の

森
や
２
０
０
年
・
１
０
０
年

間
伐
採
し
な
い
二
世
紀
・
一

世
紀
の
森
も
設
定
し
て
い
る
。

町
の
維
持
管
理
と
保
呂
毛
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
、
正　

の

森
は
自
分
達
の
森
と
の
強
い

思
い
の
も
と
年
２
回
、
保
呂

羽
神
社
例
大
祭
に
合
わ
せ
地

域
総
出
で
除
草
・
清
掃
等
の

協
力
を
得
て
お
り
今
後
も
支

え
を
得
て
維
持
管
理
に
当
た

る
。 鵠牛
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こ
れ
ま
で
当
委
員
会
で

は
、
住
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
各
産
業
団
体
︵
商

工
業
、
農
林
業
、
水
産
業
︶

の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
や
、

物
価
の
高
騰
な
ど
の
影
響

に
よ
る
厳
し
い
状
況
は
、

観
光
事
業
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。

　
４
度
目
の
産
業
団
体
と

の
意
見
交
換
会
は
２
月
２

日
に
開
催
さ
れ
、
町
内
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
観
光
事

業
団
体
の
皆
さ
ま
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
旅
行
な
ど
、
２
０
０

人
規
模
を
受
け
入
れ
出
来
る

大
き
い
宿
泊
施
設
が
少
な
い

為
、
町
外
に
宿
泊
し
て
い
る
。

　

三
陸
道
の
利
便
性
向
上
に

よ
っ
て
、
宿
泊
す
る
観
光
客

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
滞
在

時
間
を
長
く
す
る
工
夫
が
必

要
だ
。

　

公
共
交
通
を
利
用
す
る
観

光
客
が
少
な
い
の
で
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
仙
石
線
へ
の
連
絡

経
路
が
出
来
る
よ
う
交
渉
し

て
い
る
。

　

二
次
交
通
な
ど
、
訪
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
、

浮
き
彫
り
に

議会活性化特別委員会

観光関連団体の みなさんと意見交換

人
た
ち
を
町
内
の
各
所
に
回

す
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

裾
野
の
広
い
観
光
業
か
ら

こ
の
町
を
盛
り
上
げ
た
い

　

全
体
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
落
ち
着

い
た
が
、
う
み
べ
の
広
場
の

利
活
用
が
出
来
て
い
な
い
。

状
況
変
化
へ
の
対
応
と
モ
ア

イ
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
、

「
道
の
駅
○
○
祭
り
」
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
若
者
の
参

加
を
促
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
の
賑
わ
い
は

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
12
月
２

日
に
来
場
者
が
１
０
０
万
人

を
突
破
し
た
。
昨
年
オ
ー
プ

ン
し
た
広
場
の
相
乗
効
果
は

大
き
く
、
前
年
比
１
３
０
％

に
な
っ
て
お
り
、
商
店
街
独

自
の
イ
ベ
ン
ト
を
精
力
的
に

開
催
し
て
い
る
。
広
場
脇
の

土
地
の
利
活
用
と
、
雨
天
へ

の
対
策
が
課
題
だ
。

　

漁
業
体
験
の
乗
船
に
、
規

制
強
化
の
動
き
が
あ
り
受
け

入
れ
拡
大
に
困
難
な
状
況
が

予
想
さ
れ
る
。

　

協
力
者
の
ほ
と
ん
ど
は
漁

師
さ
ん
が
多
く
、
天
候
な
ど

の
諸
事
情
で
イ
ベ
ン
ト
運
営

が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
沢
山
の※

観
光

関
連
団
体 

が
あ
る
町
は
他

に
な
い
。

　

昨
年
取
り
組
ん
だ
ギ
ン
ザ

ケ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ

が
、
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。

　

観
光
の
発
展
に
は
、
物
産

も
大
事
な
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

マ
ル
シ
ェ
で
集
客
す
る
に
は
、

Ｐ
Ｒ
力
が
必
要
。
復
興
市
に

代
わ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
注
力
し
て
い
く
。

体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
状
は

※総勢 19団体・19名もの多くの皆さんにお集まりいただきました。
南三陸町観光協会　マルシェ部会　食の魅力プロモーション部会　教育旅行誘致 /宿泊部会 

南三陸まちづくり未来　さんさん商店会　ハマーレ歌津商店会　南三陸飲食店組合　体験組

サスティナビリティーセンター　Ｈｏｏｋｅｓ　おきなくらＥＥＬｓ　南三陸研修センター

南三陸ガイドサークル「汐風」　海しょくにん　戸倉ＳＥＡ ＢＯＹＳ　戸倉ドルフィン  

宮城県タクシー協会気仙沼支部　入谷の里山活性化協議会    

コロナ禍明けの
　現状と課題は

　
　

国
は
、
能
登
半
島
地
震

の
支
援
策
と
し
て
観
光
割
引

等
の
支
援
を
行
う
。
予
約
状

況
な
ど
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
が
現
状
は
。

　
　

今
後
、
可
能
性
は
あ
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
影
響
は
出

て
い
な
い
。

　
　

安
全
確
保
の
為
と
は
い

え
、
規
制
強
化
に
よ
る
漁
業

体
験
活
動
す
る
５
団
体
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
。

出
席
議
員
か
ら
、
こ
ん

な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

答 問

答

問

　
　

現
状
は
自
己
負
担
で
、

許
可
の
申
請
や
講
習
に
も
費

用
が
か
か
る
。
補
助
金
な
ど
、

町
へ
も
相
談
し
て
い
る
。

　
　

教
育
旅
行
な
ど
、
団
体

の
受
け
入
れ
先
と
し
て
の
民

泊
の
状
況
は
。

　
　

震
災
前
は
１
０
０
軒
の

協
力
家
庭
が
あ
っ
た
が
、
家

庭
の
環
境
が
変
わ
り
20
件
ま

で
減
少
し
た
。
台
湾
の
教
育

旅
行
な
ど
、
外
国
人
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
新
た
な
構
想
イ
メ
ー
ジ
は
。

　
　

入
谷
地
区
で
は
、
10
種

の
果
樹
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

６
つ
の
団
体
が
協
力
し
夢
を

語
っ
て
い
る
。
移
住
の
仲
間

も
増
え
て
お
り
、
果
樹
へ
挑

戦
し
て
い
る
。
フ
ル
ー
ツ
ロ

ー
ド
を
中
心
に
、
里
山
と
観

光
を
結
び
つ
け
た
新
し
い
農

業
体
験
を
目
指
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
の
大
変
貴
重
な
ご

意
見
を
参
考
に
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
対
応
で

き
る
議
会
と
し
て
、
努

め
て
参
り
ま
す
。

答答 問問

タ
ブ
レ
ッ
ト
予
算
化

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
む
け
て
　

ま
ず
は
議
会
が
先
行
導
入
へ

　

令
和
３
年
12
月
、
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
つ

い
て
」
を
調
査
事
件
と
し

て
決
定
。
（
全
７
回
の
調

査
を
実
施
。)

　
　
　
　
　

⬇

　

令
和
５
年
１
月
、
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を
目

指
す
」
こ
と
を
決
定
。
町

長
に
対
し
導
入
に
向
け
た

予
算
化
、
事
務
レ
ベ
ル
で

の
検
討
を
要
請
。

　
　
　
　
　

⬇

　

令
和
５
年
８
月
、
町
長

か
ら
議
長
に
対
し
、
端
末

導
入
に
関
し
質
問
を
受
け
、

委
員
会
で
協
議
し
、
10
月

に
質
問
事
項
を
回
答
。

　
　
　
　
　

⬇

　

令
和
５
年
11
月
、
町
長

よ
り
議
会
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
対
す

る
回
答
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
経
過

　

令
和
５
年
度
３
月
会
議

に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
関
す
る
予
算

が
可
決
。
議
会
が
６
年
度

内
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
を
目
指
す
一
方
で
、
町

当
局
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

等
の
関
係
か
ら
導
入
を
見

合
わ
せ
る
事
に
な
っ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ

り
、
議
会
機
能
の
強
化
を

は
じ
め
、
住
民
と
の
情
報

共
有
が
円
滑
化
す
る
と
共

に
、
資
料
作
成
等
に
要
す

る
コ
ス
ト
削
減
と
事
務
の

効
率
化
及
び
環
境
へ
の
配

慮
が
図
ら
れ
る
。

ハ
マ
ー
レ
広
場
の
効
果
は

多
く
の
人
と
の
関
わ
り
が
、

町
を
盛
り
上
げ
る



答問

答

問

答

問
（
須
藤
清
孝
委
員
）
質
疑

に
な
ら
な
い
が
伝
え
た
い
。

発
表
以
降
、
町
民
か
ら
多
く

の
声
を
い
た
だ
い
た
が
、
常

識
的
な
進
め
方
で
は
な
い
、

も
う
決
定
事
項
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
て
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
で
は
な
い
か
、

と
い
う
声
を
数
多
く
い
た
だ

い
た
。

 

（
及
川
幸
子
委
員
）
町
長

に
批
判
や
反
対
を
す
る
つ
も

り
は
な
い
。
ご
遺
族
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
。
な
ぜ
こ
の

時
期
、
県
有
化
終
了
期
間
を

待
た
ず
に
町
長
の
独
断
で
決

定
し
た
の
か
。

   　

１
年
前
、
復
興
事
業
も

ほ
ぼ
完
遂
し
、
記
者
会
見
で

自
分
の
任
期
中
に
方
向
性
を

出
し
た
い
と
話
し
た
。
こ
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を
次
の

世
代
の
首
長
に
引
き
継
ぐ
こ

と
は
、
自
分
の
責
任
と
し
て

で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

　
　

町
長
の
任
期
は
ま
だ
あ

る
。
ご
遺
族
と
十
分
に
話
し
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東日本大震災対策特別委員会

防
災
対
策
庁
舎
保
存
決
定

　
町
の
定
例
記
者
会
見
で
町
長
は
、
県
有
化
さ
れ
て
い

る
旧
防
災
対
策
庁
舎
を
町
有
化
し
て
、
震
災
遺
構
と
し

て
保
存
す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　
議
会
に
対
し
て
は
、
定
例
会
議
冒
頭
の
行
政
報
告
に

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告
全
文

　

「
旧
防
災
対
策
庁
舎
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
宮
城
県
と
に
お
い
て
協
定
等
を
締
結
し
、
い
わ
ゆ
る
県
有
化
の

上
、
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
き
た
本
町
の
旧
防
災
対
策
庁
舎
に
つ
い
て
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
13
年
と
い
う
歳
月
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
今
般
、
本
年
６
月
30

日
を
も
っ
て
町
に
返
還
い
た
だ
き
、
以
後
、
町
に
お
い
て
所
有
・
管
理
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
追
悼
、
さ
ら
に
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
各
種
災
害
の
風
化
と
い
っ
た
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
に
お

い
て
、
未
来
を
生
き
る
世
代
に
「
こ
の
町
が
被
災
し
た
事
実
・
歴
史
」
を
確
か

に
伝
え
、
そ
の
未
来
の
命
を
守
り
続
け
る
た
め
に
は
、
町
に
お
い
て
旧
防
災
対

策
庁
舎
を
所
有
し
、
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
関
係
皆
様
の
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
12
月
の
引
渡
し
か
ら
８
年
以
上
に

わ
た
り
慎
重
か
つ
丁
寧
に
管
理
い
た
だ
き
ま
し
た
村
井
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

宮
城
県
関
係
者
様
に
は
、
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
報
告
を
受
け
、
議
会
で
は
特
別
委
員
会
を
開
き
、
質
疑
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

行政報告を受け、特別委員会開催
質
　
疑

合
う
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

　
　

県
有
化
の
際
に
ご
遺
族

と
意
見
交
換
を
し
た
。
解
体
、

保
存
と
意
見
は
割
れ
た
。
13

年
間
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
は
痛

い
ほ
ど
感
じ
て
き
た
。
そ
の

上
で
の
最
終
決
断
。

　
　

町
有
化
は
県
か
ら
の
提

案
か
、
町
か
ら
お
願
い
し
た

の
か
。

　
　

こ
ち
ら
か
ら
申
し
出
た
。

知
事
か
ら
は
町
の
考
え
を
尊

重
す
る
と
返
答
を
も
ら
っ
た
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
今
回
の

政
治
的
決
断
に
は
孤
独
と
責

任
感
が
に
じ
む
。
た
だ
、
も

っ
と
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
も
の

と
思
っ
て
い
た
。
重
要
な
問

題
だ
け
に
、
判
断
の
根
拠
が

弱
い
の
で
は
。

　
　

町
民
、
ご
遺
族
の
想
い

は
ず
っ
と
受
け
止
め
て
き
た
。

解
体
か
、
保
存
か
と
い
う
溝

は
埋
ま
ら
な
い
と
思
う
。
首

長
と
い
う
責
任
あ
る
立
場
の

人
間
と
し
て
判
断
を
下
し
た
。

　
　

議
会
の
議
決
は
必
要
な

い
の
か
。

　
　

条
例
上
、
議
決
は
必
要

な
い
。

　
　

な
ぜ
残
す
の
か
、
何
を

伝
え
る
の
か
こ
そ
が
重
要
。

今
後
、
意
見
交
換
の
場
は
開

く
の
か
。

　
　

１
月
の
能
登
地
震
を
含

め
、
想
定
外
の
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
。
想
定
外
は
起
こ

り
得
る
と
い
う
こ
と
を
象
徴

的
に
目
に
で
き
る
の
が
防
災

対
策
庁
舎
。
意
見
交
換
の
場

も
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

決
定
が
な
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
、
声
を
聞
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
意
見
が
二
分

し
て
い
る
状
態
で
意
見
交
換

の
場
を
持
つ
こ
と
は
難
し
か

っ
た
。
今
後
は
率
直
な
意
見

が
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
庁
舎
を
ど
う
未
来
に
活

用
し
て
い
く
の
か
、
い
ろ
い

ろ
な
方
々
の
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

庁
舎
を
ア
ー
ト
と
し
て

捉
え
た
り
、
記
念
撮
影
し
た

り
す
る
人
も
い
て
、
風
化
が

進
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。
そ

の
認
識
の
ズ
レ
を
防
ぐ
手
立

て
は
。

　
　

庁
舎
で
何
を
感
じ
る
か

は
千
差
万
別
だ
が
、
語
り
部

の
よ
う
に
言
葉
で
真
実
を
伝

え
て
い
く
取
り
組
み
も
重
要
。

遺
構
と
言
葉
と
、
両
方
が
あ

っ
て
伝
え
ら
れ
る
と
思
う
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
県

有
化
の
20
年
は
当
時
の
子
ど

も
が
大
人
に
な
る
時
間
。
そ

れ
を
作
っ
て
も
ら
え
て
よ
か

っ
た
と
い
う
声
を
聞
い
た
。

今
後
、
意
見
交
換
の
場
を
作

る
の
で
あ
れ
ば
ぜ
ひ
若
い
人

の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
が
。

　
　

若
い
世
代
の
意
見
を
折

に
触
れ
聞
い
て
来
た
が
、
庁

舎
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
。
広
く
声
を

聞
く
機
会
は
設
け
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
こ
れ

ま
で
の
管
理
費
用
は
。

　
　

軽
微
な
補
修
の
み
で
、

７
年
で
56
万
円
。

　
　

今
回
の
決
断
に
あ
た
り
、

庁
内
で
検
討
は
し
た
の
か
。

　
　

一
切
し
て
い
な
い
。
私

一
人
の
判
断
。

　
　

町
長
が
庁
舎
を
私
物
化

し
た
と
見
ら
れ
な
い
か
。

　
　

一
歩
間
違
え
れ
ば
自
分

も
あ
の
場
所
で
命
を
失
っ
た
。

そ
の
場
所
の
こ
と
に
触
れ
る

の
は
、
は
ば
か
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
命
を
長
ら
え
た
人

間
と
し
て
、
い
つ
か
決
断
し

な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
自
分
の

役
割
だ
、
と
思
い
、
今
回
の

決
断
に
至
っ
た
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
県
有

化
が
決
ま
っ
た
時
点
で
こ
う

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

人
は
、
私
以
外
に
も
多
い
。

若
い
人
か
ら
は
財
政
的
な
負

担
を
将
来
に
残
し
て
ほ
し
く

な
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

　
　

県
有
化
の
際
に
さ
び
止

め
塗
装
を
県
の
費
用
で
お
こ

な
っ
て
お
り
、
20
年
は
問
題

な
い
想
定
。

　
旧
防
災
対
策
庁
舎

の
町
有
化
は
、
県
か

ら
の
引
継
ぎ
手
続
き

を
経
て
、
今
年
７
月

に
な
る
見
込
み
で
す
。

問

問

問

問答問答

答問 答問

答

問

答 問答問 答 問

答

問

答 問

詳細は、左記ＱＲコード

からご覧ください。
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教育支援センター「はまゆり」

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

環境変化に向き合う一次産業
　令和６年1月２３日、

町内における農林業と水

産業の現状と課題につい

て、役場３階会議室にて

農林水産課職員から聞き

取り調査を行った。

総務産業建設
常任委員会

　猛暑による農作物や畜産への

影響は顕著であり、厳しい環境

のもと、さまざまな対策を講じ

ている。課題解決に向け、気候

変動に対応し得る品種、栽培・

飼養技術の研究も進んでおり、

各関係機関と連携し情報収集に

努め、新たな取り組みへと動き

始めている地域があるとのこと

調査の概要 だった。また、地区の特色によ

り意見の集約が難しい現状では

あるが、地域農業の１０年後の

農地利用を見える化するため、

６年度末の地域計画策定に向け

各地区での協議が始まっている。

　水産業では、昨年８月のAL

PS処理水放出に伴う目立った

影響は確認されてはいないが、

中国の輸入禁止の影響でホタテ

やアワビ、ナマコが下落してい

る。海水温の上昇の起因とされ

る黒潮の大蛇行により、カキや

ホタテの養殖をはじめギンザケ

養殖でも生産量の減少が懸念さ

れる。高水温がいつまで継続し

ていくのかを調査しつつ、新し

い漁業のあり方や養殖の手法、

転換種の調査検討が必要とされ

る現状であった。

教育行政の現状と課題は
　令和６年２月２０日、

町教育委員会事務局職員

と保健福祉課職員から、

いじめや不登校への対策

といった教育行政及び子

育て支援策に関する現状

と課題について聞き取り

調査を行った。

民生教育防災
常任委員会

　様々な価値観が生まれ多様化

している昨今の社会情勢に鑑み、

学校以外も含めた多様な教育環

境のあり方、居場所づくりも必

要という観点から、いじめや不

登校の状況、教育支援センター

「はまゆり」の活動内容などの

教育行政の現状を確認した。ま

た、子育て支援策の充実につい

ては、要保護児童対策地域協議

会の取組等について調査した。

調査の概要 　他の自治体での取組状況等も

調べる必要があるため、継続調

査とする。

議
案
一
覧 

〜
２
月
臨
時
会
議
・
３
月
定
例
会
議

３月定例会議　議案一覧　３２件 （専決４件、条例７件、工事５件、財産１件、予算１５件）

監査委員条例など５条例の改正を専決処分。→P８

漁港管理条例の改正を専決処分。→P８

町営住宅条例の改正を専決処分。→P８

給水条例など２条例の改正を専決処分。→P８

職員の定年に関する条例改正（医師の役職定年について）。→P８

職員の給与の種類に関する条例改正（会計年度任用職員の勤勉手当について）。

職員の給与に関する条例改正（医療職の級別職務について）。

公民館条例の改正（年末年始の休館日について）。→P８

介護保険条例の改正（保険料について）。→P８

介護、保育に関する５条例の改正。

介護施設に関する４条例の改正。

中山地区沖防波堤工事を（株）阿部伊組と 1 億 9,600 万円で請負契約締結。
工期は令和 6 年 3 月 29 日までだが、繰り越して令和 6 年 9 月完成予定。

中山地区沖防波堤工事を（株）阿部伊組と 350 万円減額し、1 億 2,500 万円で変更契
約締結。工期は令和 6 年 3 月 25 日まで。

横断１号線工事を阿部藤・サトーＪＶと 2,650 万円減額し、1 億 6,050 万円で変更契
約締結。工期は令和 6 年 3 月 29 日まで。→P８

横断１号線工事を阿部藤・サトーＪＶと 3,680 万円増額し、1 億 9,960 万円で変更契
約締結。工期は令和 6 年 3 月 29 日まで。→P８

平磯連絡線工事を遠藤・佐千代ＪＶと 3,130 万円増額し、1 億 4,680 万円で変更契約
締結。工期は令和 6 年 3 月 20 日までだが、繰り越して令和 6 年 6 月完成予定。

小学校教師用教科書等を 1,520 万円で購入。

一般会計補正予算（第８号）3 億 2,700 万円の減額補正。→P９

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）6,050 万円の減額補正。

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）890 万円を追加補正。

介護保険特別会計補正予算（第３号）690 万円を減額補正。

水道事業特別会計補正予算（第３号）。

病院事業特別会計補正予算（第２号）。

令和６年度当初予算。→P２

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

２月臨時会議　議案一覧　４件 （条例２件、その他１件、予算１件）

行政組織条例の改正。行政管理課を廃止。→P10

手数料徴収条例を改正。戸籍謄本の広域交付が可能に。

第３次総合計画の策定。→P10

一般会計補正予算（第７号）。4,370 万円の追加補正。→P10予算

条例

工事

財産

  陳　情　書

以上の陳情については、議員に配布しました。

〇　現行の健康保険証の存続を求める意見書提出のための陳情書

条例

条例

その他

専決

専決

専決

専決

条例

条例

条例

条例

条例

条例

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

報告第１４号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案第70〜78号

工事

工事

工事

工事

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

議会では、町民の方や町外の方からの陳情などを随時受け付けています。

・・ の受理状況の受理状況請 願　陳 情請 願　陳 情



「
南
三
陸
町
を
担
う
子
供
達
の
た
め
に
」

歌
津
小
長
柴
　

　
　

　
及 

川
　 

貴 

彦 

さ
ん

　

３
月
に
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
し
て
卒
業
式
に
参
列
さ
せ
て

頂
い
た
の
で
す
が
、
小
さ
な
背
中

に
大
き
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
入
学
し
た
子
供
達
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
行

動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
自
分
達
の

頭
で
何
を
す
べ
き
か
考
え
、
悩
み
、

行
動
に
移
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
凛
々
し
く
、
た
く
ま
し
く
成
長

し
た
姿
と
そ
の
子
供
達
を
一
生
懸

命
育
て
あ
げ
た
保
護
者
の
涙
に
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
南
三
陸
町
の
様
々
な

子
育
て
支
援
や
、
子
供
達
の
為
の

政
策
等
が
助
け
に
な
っ
て
の
成
長

だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
私
自
身
も
子
育
て
を
し

て
お
り
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
不
十

分
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の

も
事
実
で
す
。
急
な
発
熱
や
病
気

の
際
に
、
南
三
陸
病
院
で
安
心
し

て
受
診
で
き
る
よ
う
に
、
医
師
の

確
保
や
病
院
の
体
制
に
も
っ
と
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま

議
会
か
ら

す
。
ま
た
、
隣
り
の
自
治
体
の
子

育
て
や
教
育
に
関
す
る
税
金
の
使

い
方
や
取
り
組
み
方
に
共
感
す
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

南
三
陸
町
を
担
っ
て
い
く
子
供

達
の
為
に
、
そ
の
保
護
者
の
切
実

な
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、

議
会
に
は
増
々
の
提
言
と
議
論
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

日
頃
議
会
活
動
に
際
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
ご
多
忙
の
中
、

議
会
だ
よ
り
73
号
発
刊
に
あ
た
っ

て
の
読
者
の
声
の
ご
提
言
を
い
た

だ
き
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

議
会
と
致
し
ま
し
て
も
改
め
て

子
育
て
支
援
や
町
の
医
療
体
制
の

充
実
に
向
け
、
意
を
用
い
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ラ
イ
ブ
映
像
配
信
中
！

　
議
会
開
会
中
は
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
か
ら
、　

リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　次回の本会議は６月開催の予定です。

編
集
後
記

　
毎
年
春
季
の
議
会
広
報

に
は
予
算
審
議
を
は
じ
め

２
・
３
月
の
補
正
予
算
や

各
委
員
会
の
記
事
が
入
り

ま
す
が
、
本
年
は
第
３
次

総
合
計
画
の
審
議
も
行
わ

れ
て
お
り
広
範
囲
の
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
元
日

早
々
に
能
登
半
島
地
震
が

発
災
し
多
く
の
国
民
に
不

安
と
13
年
前
の
大
震
災
を

想
起
さ
せ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
復
興
の
本

格
稼
働
と
し
て
本
年
は
５

つ
の
取
り
組
み
方
針
を
掲

げ
予
算
審
議
に
お
い
て
も

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
詳
細
は
本
紙
を
御

一
読
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
が
読
者
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
賢
察
い

た
だ
き
生
活
に
資
さ
れ
る

事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　
　
　
阿
部
　
司

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

尚
勝

　
　
　
　
　

   

阿
部　
　

司

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

俊　
　
　
　

皆さんの考えをお聞かせください。
投稿お待ちしています‼（400 字程度）

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言
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